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通期 実績概要

＋30.9%7293,0882,359営業利益

△12.9%△1601,0661,226販売管理費

△4.4%△67914,68615,365売上原価

スプレッド確保に注力し、増益！！

販売数量減少＜販売単価アップ

要因

＋15.9%5704,1553,585売上総利益

単位:百万円

＋30.8%7333,1162,383経常利益

＋26.7%3691,7511,382当期純利益

18,950

08/3期

（前期）

△0.6%△10818,842売上高

前期比

増減率

差引09/3期

（当期）

需要見合いの生産と在庫圧縮実施により増益！！

＋3.14%22.06%18.92%売上高総利益率

±0円10.00円10.00円配当（円）

＋21.19円100.58円79.39円EPS（円）

目標である15％を達成！！＋3.96%16.54％12.58%〃 経常利益率
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

経常利益 2,383  3 ,1 16  1 ,1 69  1 ,2 14  2 ,0 4 6  1 ,0 70  

管理費他 1,202  1 ,0 39  620  581  583  4 57  

売上原価 15 ,365  14 ,6 86  7 ,0 90  8 ,2 75  10 ,2 74  4 ,4 12  

前期 当期 前上期 前下期 当上期 当下期

通期及び半期実績グラフ

売上高
18,950

ROS
12.58％

売上高
18,842

ROS
16.54％

売上高
8,880

ROS
13.17％

売上高
10,070

ROS
12.05％

売上高
12,903

ROS
15.86％

売上高
5,939

ROS
18.03％

単位：百万円

下期売上高の大幅な減少も、高利益率で業績確保！！

△54％down
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0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

ビレッ ト 2 6 0 ,1 6 1  1 8 0 ,2 4 4  1 2 7 ,3 5 2  1 3 2 ,8 0 9  1 2 8 ,3 2 5  5 1 , 9 1 9  

鋼 材 1 9 6 ,3 3 0  1 4 7 ,1 4 8  9 4 ,8 9 0  1 0 1 ,4 4 0  9 6 , 4 4 2  5 0 , 7 0 6  

前期 当期 前上期 前下期 当上期 当下期

生産実績グラフ

減産実施

※ビレットの生産数量には形鋼の材料として自社使用したものを含む。

単位：トン

市況安定化のため、早期減産対応！！

△60％down
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0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

ビレッ ト 6 9 ,1 5 7  3 7 ,3 0 6  3 5 , 9 4 2  3 3 , 2 1 4  3 4 , 6 5 3  2 , 6 5 2  

鋼材 2 0 7 ,7 0 6  1 5 4 , 8 7 1  9 9 , 2 6 0  1 0 8 ,4 4 6  9 5 , 1 4 2  5 9 , 7 2 9  

前期 当期 前上期 前下期 当上期 当下期

販売数量実績グラフ
単位：トン

景気低迷
による

需要減少

△52％down
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売上高・輸出割合の推移

12,065

3 ,1 3 7

1 0

13 ,136

2 ,8 1 3

1 3

14 ,782

4 ,1 6 6

2

15 ,578

3 ,2 5 7

7

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

百万円

06/3期 07/3期 08/3期 当期

売上高推移

鋼材 ビレット その他

前期 売上比較
＜鋼材＞
原材料価格高騰分を販売価格に転嫁
販売数量（国内） 32,833ｔ 減少
販売単価 28,972円 上昇
販売数量（輸出） 20,001ｔ 減少
販売単価 23,327円 上昇

＜ビレット＞
下期以降、在庫調整が顕著になり販売数量減少
販売数量（輸出） 32,081ｔ減少
販売単価 27,135円 上昇

※適正販売価格により、厳しい経営環境の中、利益計画達成！

△4.8％17.2％22.0％（輸出）ビレット

△6.9％0.6％7.5％（輸出）

11.4％82.1％70.5％（国内）鋼材

増減当期前期品目

輸出割合比較（売上高ベース）

※ビレット（国内）は少額のため記載を省略

売上合計 15,212 15,962 18,950 18,842
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製造原価

主な要因
材料費

スクラップ購入単価は上昇したが、減産によりスクラップ使用量が減少したため、前期より減少。
労務費

退職給付費用負担増加：世界同時株安の影響による年金運用益減少。
経費

修繕費増加：設備の維持更新を目的に実施した。
減価償却費増加：電気炉変圧器更新、集塵機増設及び税制改正による耐用年数見直し。

△6.8％△1,033100.0％14，060100.0％15，093総製造費用

＋8.7％＋726.5％9115.6％839労務費

＋117

△1,222

増減額

前期比

（金額：百万円）

09/3 当期

＋5.1％17.2％2，42715.3％2，310経費

△10.2％76.3％10，72279.1％11，944材料費

増減率構成比金額構成比金額

08/3 前期
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営業利益増加分析

単位：百万円

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

前期 当期

マイナス要因
△4,861

プラス要因
+5,590

営業利益増益

+729

2,359

3,088

管理費
減少
+160

販売＠
up

+5,430

販売量
減少

△1,027

在庫影響
△436

燃料費他
コストup
△702

原料
値上り

△2,696
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貸借対照表 主要項目比較

△1,0247,6108,634流動資産

電気炉変圧器等の更新＋85910,6179,758有形固定資産

設備資金を金融機関より調達＋7711,358587有利子負債

△2,3054,3536,658流動負債

＋82610,8239,997固定資産

＋45.1％174.8％129.7％流動比率（％）

原材料単価下落と在庫圧縮△8041,2412,045棚卸資産

＋9.0％63.2％54.2％

単位：百万円

原材料仕入高の減少

売上高減少による影響

内 容

自己資本比率（％）

△19818,43318,631負債・純資産計

＋1,55911,65110,092純資産合計

＋0.05倍0.11倍0.06倍ＤＥレシオ（倍）

△ 2,9732,6585,631負債 買入債務

△1,8962,4144,310資産 売上債権

増減額09/3（当期）08/3（前期）
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キャッシュ・フロー推移

1,704

-1 ,393

-655

2 ,707

-2 ,103

-882

2 ,603

-3 ,299

594

-4 ,000

-3 ,000

-2 ,000

-1 ,000

0

1 ,000

2 ,000

3 ,000

4 ,000

     07/3　　　　      08/3　　　　      09/3　　　　

営業CF 投資CF 財務CF

【投資活動CF】

・有形固定資産取得による支出15.5億円

（電気炉変圧器等の更新、集塵機増設）

・余剰資金の運用による貸付金増加17.8億円

+1,476594△882財務CF

△1,196△3,299△2,103投資CF

△1042,6032,707営業CF

増減額09/3期08/3期年度別（百万円）

（前々期） （前期） （当期）

【財務活動CF】

・設備資金の一部を金融機関から調達9.5億円実施

※投資活動によるキャッシュ流出に合わせる

【営業活動CF】

・当期純利益、売上債権回収、在庫圧縮を進めたが、

減産による仕入債務の減少（スクラップ購入量減少）が

大きく影響し、前期比１億円減少となった
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スクラップ市況

08.10月～10.３月　東京（H2）価格推移及び予想
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高値 安値

《国内》
・鉄鋼製品の需要減少により電炉

各社は減産継続

・経済活動が低調で鉄スクラップ

の発生が減少

・高炉は減産によりスクラップ使用

量が減少し

・7月から電炉は夏季減産期入り

《海外》

・アジア各国の生産意欲は強く

日本からの輸出は増加傾向

下期以降は、強含みで推移

する見込み

・米国コンポジットは5月18日

現在188.50ドル
出所：㈱日刊市況通信社調べ
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原油・合金鉄市況

《原油》

上昇傾向

・ 各国の経済対策による景気回

復期待から不需要期であるが
市況は上昇中

《合金鉄》

・国内外とも粗鋼生産減による需
要減少により弱含み横ばい

＜見通し＞

・昨年のような急騰局面は考え
づらいが、下期以降景気が徐々
に回復基調に乗れば緩やかな
上昇トレンドとなるのではない
か？
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山形鋼市況

《国内》
・需要減少により需給

調整を実施してきたが
流通の在庫調整は完了

・4月積み1.5万円値下げ
により底値感が台頭

・スクラップの上昇と景気
回復により製品市況は、
緩やかな回復を予想

《海外》
・在庫調整の動きも一巡
し韓国や台湾から輸出
ビレットやアングルの
引合が増加し,需要は
回復基調

03/3期～09/3期　市況推移（6×50ミリ）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0 3 / 3 期 0 4 / 3 期 0 5 / 3 期 0 6 / 3 期 0 7 / 3 期 0 8 / 3 期 0 9 / 3 期

円

高値 安値

08/10月～10/3月　市況見通し（6×50ミリ）

50,000

70,000

90,000

110,000

130,000

10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

高値 安値

出所：鉄鋼新聞
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通期業績見通し

△67.6%△2,0881,0003,088営業利益

△28.5%△4,18610,50014,686売上原価

聖域なき経費削減を実施し利益確保

世界景気減速懸念による市場の混乱

要因

△49.5%△2,0552,1004,155売上総利益

単位:百万円

△67.9%△2,1161,0003,116経常利益

△68.6%△1,2015501,751当期純利益

18,842

09/3期

（実績）

△33.1%△6,24212,600売上高

前期比

増減率

差引10/3期

（見通し）

需要に見合った生産と販売に徹し、適正な市場構築を図る。

△5.39%16.67％22.06%売上高総利益率

△4.00円6.00円10.00円配当（円）

△69.01円31.57円100.58円EPS（円）

△8.60%7.94％16.54%〃経常利益率
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設備投資計画

1,835

770 800 837

1,500

931

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

09/3期実績 10/3期計画 11/3期計画 12/3期計画

百 万円
投資額 償却額

設備投資明細

• 10/3期 製鋼設備 １．７億円 製鋼・集塵装置（環境） １．５億円

圧延ライン ３．１億円 その他 １．７億円

• 11/3期 圧延下工程の改修 ６．０億円 製鋼設備 ４．７億円

圧延仕上列・ガス化１期工事 ３．０億円 その他 １．３億円

• 12/3期 未定

来期（10/3期）は償却の範囲内で設備投資実施

未定

2.5億円削減

5億円削減
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普通鋼電炉の生産推移（08.1月～09.2月）
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中小形形鋼 粗鋼生産

出所：経済産業省

単位：千ｔ

夏季減産期

大幅な需要減少
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鉄鋼業界内の当社の位置

3位11位12.6％15位50位18位67位08／３通期

東

京

鋼

鐵

7位

11位

5位

6位

6位

7位

全体順位

11位

14位

14位

14位

15位

15位

電炉順位

62位

67位

67位

65位

65位

61位

全体順位

5位21.3％39位16位06／３通期

6位20.1％38位15位06／３中間

電炉順位利益率全体順位電炉順位

09／３中間

08／３中間

07／３通期

07／３中間

06／3中間（連結）：69社 06／3通期（連結）：69社 07／3中間（連結）：72社 07／3通期（連結）：72社

08／3中間（連結）：72社 08／3通期（連結）：73社 09／3中間（連結）：72社

3位15.8％36位19位

3位13.2％47位20位

2位19.4％42位16位

4位20.9％38位18位

ＲＯＳ経常利益売上高

出所：鉄鋼新聞

売上規模は小さいが利益率は常に上位
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２００７年度 形鋼の用途比率

一般形鋼の用途比率

その他

5.2%自動車用

3.4%

産業機械用

10 .2%

船舶用

20 .6%

建設用 船舶用 産業機械用 自動車用 その他

H形鋼の用途比率

その他

1.9%

船舶用

0.6%

建設用 97.5％

内訳：建築用 80.0％

土木用 15.0％

その他建設用 2.5％

建設用 60.6％

内訳：建築用 42.1％

土木用 10.5％

その他建設用 8.0％

223万ｔ／年間

473万ｔ／年間
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環境への取組み

• Ｈ１８．１１ ＩＳＯ１４００１：２００４認証取得

• Ｈ１９．１１ 工場敷地内に５０本植樹

• Ｈ２０． ６ 小山市エコ・リサイクル推進事業所に認定

• Ｈ２０． ９ 集塵装置増設

• Ｈ２０．１１ おやまエコリサイクルフェスティバルフェアに参加

（ごみ集積所の試作品等展示）

• Ｈ２０．１１ 工場敷地内に５０本植樹

• Ｈ２１． ４ 渡良瀬遊水地クリーン作戦参加

• 毎月工場周囲のクリーン作戦実施
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製造工程図

原料配合溶解炉底出鋼取鍋精錬
(LF)

連続鋳造

ビレット

ホット

冷
材

加熱炉

原料受入ｽｸﾗｯﾌﾟﾔｰﾄﾞ

圧延設備（粗・中・仕上げ） クーリングベット(冷却） 矯正機 ｺｰﾙﾄﾞｼｬｰ（切断）

製品検査段積み・結束製品倉庫出荷
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資料取扱上の注意

本資料に掲載しております計画数値や見通し

は、現時点で入手可能な情報に基づいて当社独
自に予測したものであり,リスクや不確実性を含ん

でおります。

従いまして、実際の業績はこれと異なる可能
性があり、見通しの達成を保証するものではあり
ません。


